
【
天
草
の
農
業
・
漁
業
の
活
性
化
に
つ

い
て
】

浜
崎　
農
・
漁
業
品
目
出
荷
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
地
域
に
合
っ
た
特
産
品

の
推
進
は
行
っ
て
い
る
か
。
農
・
漁
業

者
の
後
継
者
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

経
済
部
長　

総
売
り
上
げ
は
、
全
体
と

し
て
減
。
デ
コ
ポ
ン
、
ポ
ン
カ
ン
、
天

草
大
王
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
を
推
進
。
後

継
者
対
策
は
県
な
ど
関
係
団
体
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

浜
崎 

市
長
自
ら
が
第
一
次
産
業
の
方
々

と
懇
談
を
持
つ
機
会
を
提
案
す
る
。

市
長　

農
・
漁
業
者
と
の
懇
談
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

浜
崎　
国
の
事
業
の
中
に
は
、
天
草
に

必
要
な
事
業
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
為
に
食
糧
基
地
と
し
て

の
展
望
を
持
っ
た
政
策
を
打
ち
出
す
よ

う
市
長
の
英
断
を
求
め
る
。

【
指
定
管
理
者
へ
の
責
任
の
丸
投
げ
に

な
っ
て
い
な
い
か
】

浜
崎　
市
長
あ
て
に
、
交
流
施
設
送
迎

バ
ス
の
再
運
行
を
求
め
る
嘆
願
書
が
４

４
０
名
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
嘆
願
書

の
重
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
の
か
。

観
光
文
化
部　
　

効
率
的
・
効
果
的
な

事
業
実
施
体
制
の
確
立
と
自
律
的
運
営

を
目
指
し
て
い
る
。

浜
崎　
指
定
管
理
者
制
度
で
自
治
体
の

役
目「
住
民
の
健
康
及
び
福
祉
の
増
進
」

が
後
回
し
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
　
　
　

  

指
定
管
理
者
と
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

【
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
】

浜
崎　
第
２
瀬
戸
大
橋
建
設
に
と
も
な

っ
て
商
店
街
の
活
性
化
・
調
和
町
並
み

づ
く
り
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁　
　

  

中
心
商
店
街
へ
の
誘
導
を

行
っ
て
活
性
化
に
繋
げ
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

【
公
営
住
宅
の
今
後
の
活
用
】

浜
崎  

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
が
多
く

存
在
し
て
い
る
。
現
代
に
合
っ
た
公
営
住

宅
に
リ
フ
ォ
ー
ム
・
新
規
公
営
住
宅
は

単
身
世
帯
に
対
応
し
た
建
設
を
求
め
る
。

答
弁　

 　

１
，９
１
５
戸
を
管
理
し
て

い
る
。
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
住
宅
が

４
３
４
戸
。
平
成
33
年
度
の
必
要
戸
数

を
１
，７
１
０
戸
と
す
る

【
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
】

黒
田　
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

観
光
文
化
部    

本
年
２
月
７
日
に
開

催
さ
れ
た
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進

協
議
会
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
に
認

定
申
請
の
決
定
を
受
け
て
、
協
議
会
の

委
員
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
毎
月
１

〜
２
回
程
度
、
開
催
し
て
い
る
。
天
草

２
市
１
町
の
事
務
局
会
議
に
お
い
て
資

料
の
収
集
、
整
理
分
析
を
行
い
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
申
請
書
の
作
成
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

申
請
に
は
ガ
イ
ド
の
育
成
も
評
価
項

目
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
育
成
講
座
」
を

苓
北
町
、
牛
深
地
域
で
開
催
中
。
す
で

に
本
渡
地
域
、
上
天
草
市
、
御
所
浦
地

域
で
は
終
了
し
た
。
平
成
26
年
３
月
か

ら
４
月
中
旬
の
申
請
書
提
出
締
切
り
に

向
け
て
業
務
を
進
め
て
行
く
。

黒
田　
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
ポ
ル
ト

で
情
報
提
供
が
で
き
な
い
か
。

観
光
文
化
部　

 

議
員
の
ご
指
摘
の
と

お
り
、
ま
だ
ま
だ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知

度
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
周
知
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

ポ
ル
ト
を
活
用
し
た
情
報
提
供
の
充
実

は
効
果
が
期
待
で
き
る
提
案
と
受
け
止

め
て
い
る
。

黒
田　
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
協
議
会
の
会

長
と
し
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

市
長　
「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」
に

つ
い
て
は
、
天
草
御
所
浦
ジ
オ
パ
ー
ク

の
取
組
み
が
、
天
草
と
い
う
広
域
な
圏

域
に
拡
大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅

力
を
高
め
合
い
、
交
流
の
拡
大
や
地
域

振
興
に
必
ず
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る

の
で
「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協

議
会
」
の
委
員
の
皆
様
の
ご
助
言
等
を

頂
き
、
２
市
1
町
で
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

地
域
資
源
活
用
で
食
糧
基
地
を
！

市
民
の
財
産
で
あ
る
交
流
施
設
の
活
用
を
！

公
営
住
宅
の
利
活
用
・
新
規
公
営
住
宅
建
設
を
！

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

黒田忠広
議員

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

黒
田

黒
田

脇
島  

今
の
勤
務
状
況
の
中
で
職
員

（
医
師
・
看
護
師
）
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

病
院
局
部
長　

 

職
員
が
退
職
し
た
場

合
に
は
補
充
、
そ
れ
以
外
は
臨
時
の
雇

用
で
職
員
を
確
保
、
現
在
の
配
置
に
つ

い
て
は
適
正
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
医

師
確
保
に
は
「
特
段
の
対
策
」
を
講
じ

て
い
る
が
確
保
が
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
御
所
浦
診
療
所
に
つ
い
て
は
早
急

に
常
勤
医
師
一
人
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

脇
島　
常
勤
医
師
と
非
常
勤
医
師
（
報

酬
・
医
師
の
確
保
）
の
違
い
は
。

病
院
局
部
長　
　

常
勤
医
師
は
確
保
が

難
し
い
、
非
常
勤
医
師
は
交
通
費
も
含

め
報
酬
も
高
め
だ
が
確
保
は
し
や
す
い
。

脇
島　
合
併
前
は
公
立
の
医
療
機
関
を

持
っ
た
自
治
体
は
市
長
・
町
長
が
先
頭

に
立
っ
て
医
師
確
保
に
努
め
て
い
た
が
。

市
長
（
福
岡
・
熊
本
医
大
・
鹿
児
島
）

現
地
に
出
向
い
て
い
る
が
な
か
な
か
成

果
が
上
が
ら
な
い
。
今
現
在
も
診
療
所

に
来
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
努
め
て
い

る
。
今
回
も
自
治
医
大
と
包
括
協
定
も

で
き
た
所
で
か
な
ら
ず
常
勤
医
師
を
配

置
で
き
る
よ
う
全
力
を
あ
げ
て
努
め
る
。

脇
島　
赤
字
化
に
な
っ
た
ら
指
定
管
理

制
度
（
民
営
化
）
の
導
入
と
あ
る
が
。

病
院
局
部　
　

 

第
２
期
改
革
プ
ラ
ン

も
ひ
き
つ
づ
き
全
部
適
用
で
進
め
て
い

き
た
い
。指
定
管
理
制
や
民
間
へ
の
移
行

は
今
の
と
こ
ろ
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
。

【
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
】

脇
島　
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
発
行
期

間
は
15
年
に
延
長
さ
れ
た
が
天
草
市
の

起
債
の
適
正
水
準
と
起
債
の
償
還
の
方

法
は
。

総
務
政
策
部　

 

天
草
市
の
起
債
の
適

正
水
準
は
５
５
０
億
ぐ
ら
い
で
償
還
に

つ
い
て
は
種
類
で
違
う
が
一
番
長
い
の

で
30
年
で
あ
る
。

脇
島  

国
が
元
利
償
還
の
７
割
を
肩
代

わ
り
す
る
と
言
う
こ
と
だ
が
有
効
利
用

と
市
民
目
線
で
市
民
の
利
益
に
成
る
事

業
の
進
め
方
を
願
う
。

脇
島

脇
島

脇
島 病

院
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

脇島義純
議員

浜崎義昭
議員

経
済
部
長

浜
崎

観
光
文
化
部
長

観
光
文
化
部
長

浜
崎

浜
崎

経
済
部
長

建
設
部
長

市
長

観
光
文
化
部
長

観
光
文
化
部
長

黒
田

市
長

病
院
事
業
部
長

脇
島

脇
島

脇
島

病
院
事
業
部
長

総
合
政
策
部
長

病
院
事
業
部
長

市
長

一 般 質 問

【
防
災
無
線
に
つ
い
て
】

宮
下　
戸
別
受
信
機
の
設
置
は
必
要
だ

が
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
な
る
の
か
。

総
合
政
策
部  　

現
在
、
市
内
2
，０

０
０
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
調
査
結
果
を
基
に
戸
別
受
信
機

の
整
備
方
針
を
ま
と
め
た
い
。

宮
下　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
戸
別
受
信

機
は
全
て
更
新
が
必
要
だ
が
、
戸
別
受

信
機
の
天
草
工
業
高
校
や
地
元
電
気
屋

さ
ん
と
の
機
器
開
発
・
製
造
等
の
委
託

推
進
は
出
来
な
い
か
。
複
雑
す
ぎ
る
シ

ス
テ
ム
は
外
注
品
に
な
り
、
地
元
発
注

可
能
な
シ
ス
テ
ム
構
造
に
し
て
頂
き
た

い
。

総
合
政
策
部　

  

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
求
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
必
要
な

の
か
を
考
慮
し
て
地
元
開
発
・
製
造
を

推
進
し
た
い
。

【
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て
】

宮
下　
広
域
的
な
行
政
運
用
で
の
利
活

用
と
、
経
費
面
で
の
削
減
効
果
は
図
ら

れ
て
い
る
か
。

総
合
政
策
部  　

合
併
時
34
か
ら
92
の

業
務
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
業
務
は
３

倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
１
億
円
の
経
費

削
減
と
I
P
電
話
の
運
用
を
試
験
的
に

開
始
し
、さ
ら
に
経
費
削
減
を
目
指
す
。

宮
下　
更
に
利
便
性
向
上
の
計
画
は
。

総
合
政
策
部　
　

県
は
本
年
10
月
か
ら

の
「
く
ま
も
と
無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
」
を
ス

タ
ー
ト
し
、
県
と
市
で
空
港
や
市
内
の

観
光
施
設
な
ど
シ
ス
テ
ム
連
携
を
し
、

設
置
を
は
か
る
。

【
公
共
利
用
の
私
有
地
の
契
約
状
況
に

つ
い
て
】

宮
下　
御
所
浦
北
小
施
設
の
一
部
民
有

地
が
裁
判
所
の
競
売
実
施
に
よ
り
第
三

者
に
落
札
さ
れ
た
。
競
売
の
取
り
下
げ

の
手
段
も
講
じ
な
い
ま
ま
応
札
し
た
教

育
委
員
会
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、今
後
、

公
共
利
用
さ
れ
て
い
る
全
私
有
地
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

管
財
課
で
全
体
掌
握
し
所

管
課
と
連
携
し
た
対
応
を
検
討
す
る
。

防
災
無
線
計
画
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
利
用
状
況
・

公
共
利
用
の
私
有
地
に
つ
い
て

宮
下

宮
下

宮
下

宮下幸一郎
議員

総
合
政
策
部
長

宮
下

宮
下

総
合
政
策
部
長

総
務
部
長

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

一般財源５％

合併特例債95％

交付税算入
70％

対
象
事
業
費

あまくさ市議会だより 15 あまくさ市議会だより 14


